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１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 
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３ 学習評価（評価の観点の趣旨） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

物理は、身の回りの「なぜ？」と向き合う学問です。まず、日常生活の中で起こる様々な自然現

象に興味をもち、その法則性について考える態度をもちましょう。次に、疑問に思ったことを確か

めてみようという態度をもちましょう。更に、学んだことを正確に記録する方法と態度を身につけ

ましょう。学んだことの積み重ねで授業が進んでいくので、復習は欠かさず行いましょう。 

 日常生活や社会との関連を図りながら物体の運動と様々なエネルギーへの関心を高め、目的意

識をもって観察、実験などを行い、物理学的に探究する能力と態度を身につけるとともに、物理

学の基本的な概念や原理・法則を理解し、科学的な見方や考え方を養う。 

われわれの身の回りでおこる自然現象や物理

法則に興味・関心を持ち、それらを知るだけ

でなく、利用法について考えようとする基礎

的な態度を身に付けている。 

評価方法 

・授業に向かう姿勢 

・内容に関する関心 

・提出物の提出状況 

・自己評価＆相互評価 

a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 

c:観察･実験の技能 d:知識・理解 

物理に関する与えられた課題をこなすだけで

なく、自ら課題を見出し、解決を目指して思

考を深め、適切に判断し工夫するための基礎

的な能力を身に付けている。 

評価方法 

・探究的活動に関する発表 

・グループワークの取り組み 

・学習の取り組みをまとめたレポート 

・提出物 

身の回りで起こる自然現象やそれを支配する

物理法則などに関する物理の基礎的な知識を

総合的に身に付けている。 

評価方法 

・定期考査 

・小テスト 

・提出物 

実験に関する装置・器具そのものや実験から

得られた結果を正しく取り扱うことができ、

実験で起こる様々な現象を見逃さない基礎的

な観察力や処理する方法を身に付けている。 

評価方法 

・実験器具などの取り扱いの状況 

・グループワークの取り組み 

・学習の取り組みをまとめたレポート 

 



 

４ 学習プログラム（年間学習指導計画）       ★学習が終わったところで自己評価しよう！ 

A…達成した B…概ね達成した C…課題を残した D…多くの課題を残した 

学
期 

学習
項目 

学習内容 
自己
評価 

主な評価の観点 
生徒の到達目標 

評価
方法 a b c d 

１
学
期
中
間 

物
体
の
運
動 

速さと速度， 

変位 
 ○ ○   

a:物体の運動に興味をもち，測定機器を使っ

て調べようとしている。 

b:x-t グラフや v-t グラフから物体の運動に

ついて考えることができる。 

c:物体の運動を x-tグラフや v-tグラフ，ベ

クトルを使って表すことができる。 

d:物体の変位･速度･加速度と運動の様子の

関係について理解できる。 

授
業
中
の
態
度

・
提
出
物

・
レ
ポ
ー
ト

・
小
テ
ス
ト

・
定
期
考
査 

速度の合成    ○  

相対速度    ○  

等速直線運動     ○ 

加速度，等加速度

直線運動 
 ○  ○  

落体の運動   ○  ○ 

１
学
期
期
末 

力
と
運
動 

力，力の三要素 

力の合成･分解 
   ○ ○ 

a:物体の運動に興味をもち，力の性質や力が

はたらいたときの物体の運動を調べよう

としている。 

b:力のつり合いや運動方程式から，物体の

運動を考えることができる。 

c:物体にはたらく力を図で表したり，力の合

成･分解をしたりすることができる。 

d:力のつりあいや運動の三法則などの知識

を使い，物体の運動の様子が理解できる。 

慣性の法則，運動

の法則，作用･反

作用の法則 

 ○  ○  

様々な力と運動 

圧力と水圧･浮力 
 ○ ○  ○ 

仕
事 

仕事と仕事率  ○  ○  

a:仕事が力学的にどのような意味をもつか

を調べようとしている。 

b:仕事・仕事の原理，仕事率に関して図や

計算式を利用し考察できる。 

c:仕事・仕事の原理，仕事率に関して図やグ

ラフを使って表すことができる。 

d:仕事，仕事の原理，仕事率という基本的

な概念から，力学的な仕事を計算する方

法が理解できる。 

仕事の原理   ○  ○ 

２
学
期
中
間 

力
学
的
エ
ネ
ル
ギ
ー 

仕事と運動エネ

ルギーの関係 
  ○  ○ 

a:力学的エネルギーとはどのようなものか

を調べようとしている。 

b:仕事と運動エネルギー・位置エネルギー

との関係を考えることができる。 

c:力学的エネルギー保存の法則を調べる観

察と実験を行い，保存力と仕事の関係を

分析し，得られた結果を記録しようとし

ている。 

d:保存力がする仕事や力学的エネルギーが

保存する条件などが理解できる。 

授
業
中
の
態
度

・
レ
ポ
ー
ト

・
小
テ
ス
ト

・
定
期
考
査 

重力･弾性力と 

その位置エネル

ギー 

  ○   

力学的エネルギ

ー保存則 
 ○  ○ ○ 

熱
と
エ
ネ
ル
ギ
ー 

熱と温度  ○   ○ 
a:熱運動と熱量について理解し，熱と仕事の

変換について調べようとしている。 

b:熱運動のエネルギーと仕事を関連づけて

考えることができる。 

c:熱平衡の温度を測定し，熱量の保存される

ことを調べることができる。 

d:熱と温度とは何であるか，熱によって物

体がどう変わるかが理解できる。 

熱量  ○  ○  

熱の利用  ○ ○   



２
学
期
期
末 

波
の
性
質 

波の伝わり方  ○  ○  

a: 波とは何か，周波数や位相の違いによっ

て媒質をどう伝わるかに興味をもち，縦

波と横波の違いを調べようとしている。 

b: 波の性質から，2 つの波の独立性や重ね

合わせの原理，定常波を理解し，反射波

の種類を考えることができる。 

c: 波の性質を調べる観察と実験を行い，得

られた結果を記録することができる。 

d: 波の性質と媒質の端の違いによる反射

波の性質について理解できる。 

授
業
中
の
態
度

・
提
出
物

・
小
テ
ス
ト

・
定
期
考
査 

波の性質   ○  ○ 

音 

音波の性質  ○   ○ 

a: 音波とは何か，周波数や波形・媒質の違

いによって聞こえ方がどう変わるかに興

味をもち，調べようとしている。 

b:固有振動について，弦や気柱の性質と関

連づけて考えることができる。 

c: 共鳴・共振やうなりといった音の性質を

調べ，表すことができる。 

d: 音波と音の三要素などの性質と，可聴音

や超音波についてわかる。 

音源の振動   ○ ○  

３
学
期 

電
気 

静電気  ○ ○   

a: 電気に関わる法則に興味をもち，静電気

の原理や，導体・絶縁体・半導体のそれ

ぞれの性質を，調べようとしている。 

b: 静電気と電子を関連づけ，電荷と電気量

について考えたり，電流と磁力を関連づ

けて，電磁誘導による発電機の原理を理

解したりすることができる。 

c: 抵抗の接続と合成抵抗の性質を確認す

る観察と実験を行い，電流と電圧の変化

をオームの法則に照らして調べ，表すこ

とができる。 

d: 磁気と電流の種類を確認し，交流を整流

に変換するしくみがわかったり，電磁波

の種類と性質を理解し，それぞれの利用

についてわかったりできる。 

授
業
中
の
態
度

・
提
出
物

・
定
期
考
査 

電流   ○ ○  

交流と電磁波   ○  ○ 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:観察・実験の技能   d:知識・理解 

※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている。 


